
があり，又住設機器に対しても多くの製品が使用されてい

る.今後，住宅の質と耐久性の向上にともないゴムの果す

役割はますます大きくなることが予想されることから更な

る改良，新材料の開発が望まれる.
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加硫促進剤の歴史

1839年，C. Goodyearが硫黄による熱加硫を発見してか

ら約70年後の1906年に，G. Oenslagerがアニリンの天然

ゴムへの加硫促進作用を発見したことが有機加硫促進剤の

始まりです．それ以前は，無機の酸化亜鉛や鉛白（塩基性

炭酸鉛）などが使われていました．酸化亜鉛のみと有機加

硫促進剤（MBTS）を併用した場合の加硫曲線を見るとわか

るように昔は相当長い時間をかけて加硫していました．

アニリンと二硫化炭素とを反応させることでベンゾチア

ゾール系加硫促進剤（1921年，C. W. Bedford），ベンゾチ

アゾールとアミンとを反応させることでスルフェンアミド

系加硫促進剤（1932年，E. Zaucker）が完成しました．ま

た，1912年に加硫促進効果が確認されたジアルキルアミ

ンからは，チウラム系加硫促進剤（1919年，S. B. Moloney）

が完成しました．1930年代に，現在使用されている多く

の加硫促進剤が完成していたことになります．

国内では，1916年ごろから利尿剤，りん病薬として使

用されていたヘキサメチレンテトラミン（H）の加硫促進作

用が知られ、一部で使用されていました．1918年ごろ，

多田化学㈱製のアクセラミン（商品名；詳細化学構造不明）

が、国産品でもっとも早く使われた加硫促進剤といわれて

います．

初めて国産化に成功した高品質の加硫促進剤は，1931

年のジフェニルグアニジン（DPG）です．1933年からMBT，

MBTSおよびTMTDが国産化されるようになり，輸入品

から国産品へと移り変わってきました．
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1 2 3 4

天然ゴム 100 100 100 100

ステリン酸 3 3 3

酸化亜鉛 5 5 5

硫黄 2.5 2.5 2.5 10.0

加硫促進剤（MBTS） 1 1 1


